
修学旅行で得た九州の植物

Jll近に 3 回続けて高 3 の修学旅行に付添L ¥ 九州の各
地を細ったのを幸L、に、術泊時の早朝とか、休憩時の間
なと¥ 生徒の管理と凡学tこ支障のなL、僅かの時間を本IJm
L て、楠物の観察と採集とを試みたのもとより管見中の
管はではあるが、他山の石ならぬ他山の草木としてご参
考にもなるならばと考え、その概要を記してみることに
L た。従水ーの草案内記には社会利的の記事が多く、 1'1然科
学の面が乏 L しので、これを村iなう心組みもあるニとを
ご諒承頂L、てこ叱正カ h願レたし、仁まったくのかけ足で文
字通り超スビートの忙 L し旅行であり、予備知識のまっ
たく欠けてし、たものと L ては、比較的に効果を挙!f得た
のには次の 3点を挙げるミとカ』できる。
1  連続 L て同を重ねたため、| 時間的にも精神的にも
ゆとりをやじたニとっ
2  季節的にみて早脊と| 晩脊と見学の時期を異に Lた
こと 1

3  コースに多少の変化カあって、地域的に観察範問
が拡大されたこと F

1 では回を重ねたためい重複した場所の見学や、連絡
などを簡素にして11!i'litJl'i')に余裕をうλ，11 ¥ し得たことで、
例えば城山から鹿児品市街を見干して、案内者から聞く
観光物語の聞を利用 L てノ、リハリノキ、ハクチノキを得
たことや、鵜戸神宵で; 記念写真撮影中にオオイワヒト
デ、コノ: ンムグラなとを採集したごときで、僅か 5分泊、
10分そこそこの捻IHではあるが、観察と採集にはまたと

3月末で、ハクサンポクは花感りであったが、第 3 同日
は 5月中旬だったので麦の穂は色づく L 、ハクサンボク
は果実をつけたときで、植物の相観には著しし、相違がみ
られたのであったl

3 のコ一スでは第 1 同lは土1宵f可九引?1引，1山|
(青占品寺、 鵜戸イ宕ピf合守む) 一鹿児L均台 (ω』城点如州11山11、桜島) - f .熊潟木一阿
蘇一z矧別|リl序附府lのl順|附闘で、 これを仮に棋木コース南九州環状線と

2  P i / ' 土星オ、: コース泊、ら鵜戸を省き、阿蘇IJ，ら
熊本tこ戻り水liihlCをまわって、三向島原雲仙長崎
門司のiJL1北九州コースを力11え、第 3 同では門司一博多
日田 杖立ifllt泉一大観峰( 阿員宅) の北部縦走コースを

とり、従向では 11;，tjの南岸を巡り大間半島に出て、鹿児島
湾の東iWIを北 t して霧島に至る南部縦走コースをとり.
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飲肥杉の見事なM;林地帯を通過 L 、円南海岸から鵜土
青島一宮崎一日1J府，-=-t['，た逆コースで、回毎に多少コース
を換えた地域の拡大で、大L、にう日1 %を広める 4 とかでき
たのであったの
主要観察採集地
青島 砂岩と頁岩との五屑からできた周間約 1 キロの

低平な一小島であるが、ビロウを優占積とする亜熱帯及
び暖帯南部の植物カ見事に繁茂し、南国的情緒叢かなま
ことに美 L ¥， 、眺めを長 L てL 、る l 参道にはノ、マビワがま
ず 11をひく f 社殿の右の木戸から特tこ治i1fを得て林内に
入ると、ヒギリ、クワスイモなとも社i1:L、ホウライカ
ズラ、フウトウカスラなとの蔓植物が、シュロに似たビ
ロウにまとし付き街林をさらにうす11行く l て、し、わゆる
ンヤンクル地帯、熱帯降雨林を想、わせるニの特別天然
記念物を保護するために、張りめぐら L た鉄条網の外凶
に十土ダンチクのほ力、に、ハマコウ、ハマエントウ、，十、タ
ンボウフウ、ネコノシタなとの. I 111/j 値物志= 砂地を被って
レる 2 社殿入り口左手売! 古裂の熱市植物園も一応慨然す
る価値がある J

鵜戸 駐車場付近はクス、 究フーノキを主とした常緑広
葉樹林でアオカシ、アラカシ、ユスリハなとのほ泊‘に、
イヌピワ、ハクサンボグ、アカゾデなどの落葉広葉樹も
il:t¥今する C 参道を下ると右手の石垣にはフウトウカズ
ラ、ハスノハカスラ、テイカカスラなどがからみつき、
仏焔萄の珍脊なムサシアフミや| 援l也性のツルソノ、なと泊、
珍らしレ。社務所の前から朱冷の太鼓橋付近にはヒメイ
タヒの他にトベラが多く、その樹 Fには花をつけたオオ
ハンゲ、ツワブキが群生してし、るn 海側ljにはハマヒサカ
キ、ノ、マモヅコク、ハマヒ 1ノ、マテノ、 νイなとがあり、
オニヤフマオやトキワススキが繁茂するハ 11向灘の青耳il
原を凡下す絶壁の岩燃には示タンボウフウ、 ハマポツ
ス、多肉で鋭刺の多¥ ，
の小j区を南に入ると、気根を垂下したアコウの大木がi ' l
今しその下にはオオイワヒトデの見事な群落方通ある
城山 ノ: スは頂上まで主主る O 車の窓カ iら見る途中には

落集樹泊、多L、 これは入手の加わった二次的なものであ
る疋! 内のある頂にはシイカ俊占種で大木となり、樹辺
カi よく繁って昼もなお附しハこれか城111の栂相、クライ
マックスを形づくってL、る O 珍木ノ、リハリノキは長L 、泊。
さの曲った納. のおヵ、げで取れた L



サツマイナモリウソは、発車直ri!j-，J秒の採集で特に印象 霧島 神宮ι参+ J ーしたのは夕闇せまる時刻で、樹種は
が深い。 : さだ泊、でなカkったが手当り次第に採ったものはそミ、オ
桜島 3月じは大きなサクラ、J マ大根が樽に植えこま | オスヘノ、リギリ、シキミなと‘であった。林間温泉の就
れて、袴1]燥の売応のJ rli先叫民示され花も咲L、て¥ ， 
た、近海産であろう純白で美しし、造術、サンコの幾種か | ーノレの上 fに植物を探る。格' i J 1 j 珍らしし、と思うものは見
泊、、応の陳列窓を賑わしてL、るハ民望台へ登る坂道の左
仏は普通に日に触れる一般植物 iJ， 泌り、ホウロクイチ
コ、サツマサンキライ、ナヴンロイチコ、ムラサキケマ
ンなともあるが、右は大11: 3{rの大爆発でできた黒灰色
の未だに風化の片鱗さえも見せなし、多JLガラス質の溶岩
なのであるむそれでも進一つ附てた場所から風で運ばれ
た土粒のためにマメヅ夕、ヒメイタヒ、ヒトツメなとが

は、最初Jの閥抗l者とでも L 、うべき藍操業員かコケ植物らし
L  、ものが、淡L、総の肌着のように地表を被ってL、る処も
あったっ ISJ所じよっては比較的強L、日射と乾燥、長分欠
乏なとの悪条件にも耐えうるイタトリとか、ススキ、ヨ
モギときιは I，t，r;松、ヤシャフシ類らしL 、後小木;イトもよよえ
たー途'1'の安7k治岩は噴出後 180余年を経過してL、るの
で、岩ぶの風化泊、進み、黒松林もあればタフノキ、 シ
イ、カシ史( ! なとの常緑広葉樹林も相当ι発達してし、る。
二ーを過ぎて IIj: U:r;Rの係岸台J也i二出ると、全く一本一草
も見当らなし、荒涼たる物凄さであるが、この熔岩の噴w
で地続きとなった大隅- ' l " .，1ゐμ:¥ ' ，ると、俄然その相を異に
し' 常緑の広葉樹カ h うっそうと Lて繁茂し、ツ夕、カスラ
も多く、下草も地膚を. l ! j ! め以してL 、るつ桜島は城山や大
li{Jl半Jるの対比でも、それLJ休の11' d たけカ為らみても無毛の
他端な裸地荒地カゐら、村長羽 |ι近L、あるし、は極相tニ達した
術林までの段階があって、 4えも良L、大自然における植物
群落選移の展示場であり、胤棋の大きな実験観察場だと
¥  ' うことができる。
大観峯 阿蘇外輪111の-f!Jで| 止派ーと L、われるカルテ
ラの壮観泊ゐ一望のもとι)淀川lされる。鯉のぼりも過ぎた
5)]の， I'ji}とL 、うのμ アラビ取りと、フキ摘なの人泊、あ
ち} ちいはられた L 後続ノ、スの故障で救援のにめ余儀な
く歩カせられたの泊 t半 L 、で、 itl、L 、iJ，けなし、制祭と採集が
できた 1 本のヒではハノレリンドウ、アマドコ口、ナジク

の;ffi'I'でi工タニウツギか花の真盛りで、オキナグサは化
後の占lと' j 品、その名の通り、白髪の姿にそよ畑、Lを受けてし、

¥.[. 

111俊平出Fι比べ
て花fI*'の 1-.泊レ!約 1 均月の差のある) と l二気泊 bつく υ 従
って I;"f!I，.干の主峯1. 592 11'1 i、1;止の花附泊、平J也ι比べても
っとも. ，と差のある 4 とカ:，1'];1，1'象ι泊たくなし。

ょ)J Gなカ、ったが、参考資料としてカマス人イヌツゲ、
イヌシデ、 : スキ、イ 7 カラミ、オオノ、ノトンボソウな
とを取る。生垣にはイスノキを片h.てし、る家があった O

} れらの種類からみると霧島温泉付近は、温帯と暖帯北
部のものと泊、互いに入り混った林相で、摩耶山や再度山
付近の植生に対比することができる。

分布上主要な植物

ビロウ ヤシ科
常緑の高木で幹の高さ 5

ず基部が膨れてし、るの業はシュロ状で広く茎の頂カ aらif'f
り生じている O 若し、葉をさらして円扇をつくる。材を割
ってステッキにしたりカサの柄にしたり箸にもするι 「I
島の名木で琉球、小笠原島、台湾の海岸近くに多L 、し
アコウ クワ科

西南暖地の海岸近くに自生する常緑の高木で、幹から
気根を出すことや傷をつけると乳白色の液を出すことも
特徴の 1つであるu 鵜戸の他に鵜戸と青島の中間の神社
の境内tこ、株分れした気根の垂れ下ったものカあり、桜
Jゐの袴! 肢でも l株だけ自生品をJ i I . たι

ショウベンノキ ミツムウツギ+1
常緑の小高木、葉は 3 出複葉で長し、納があり対生す
る。茎を切ると多量の水液を分泌するので、小便を排出
するのに見立ててこの名がある。

ハリバリノキ クスノキ宇|
常緑の高木、葉はカシに似て狭長波針形で臨し、 J 己の

vιは jT緑色のドングリ
じ似た突が群り着レてし、た。

J、クチノキ " ラ利

クラのように蛍腺のあるのカ} 特徴であるこ幹の! 主ははげ

効くその跡か赤側色になろので、ノークチ打ちが勝ilι耐え
れて赤傑になるのじ例えられたものであ今ι

このパクチノキとショヴヘンノキ、パリハリノキとは
城山の 3名木だとして、ノ、スのカイド嬢は巧みtJ:. 1-1 ;J，'.j  
で、節おも L ろく説 11)j L て旅の彼れを慰めてくれるr

ムサシアブミ ーり lイモ科
3つの小業カ・らなる 2枚の大きな業の間カιら肉椋花序

をIHl 。仏焔笛のJI均特異でその外函i二:1緑と l' 1  0)条線
J也ド古f)，.:.

l は球状のイモがありイモの直上ヵ、I ? 1'1 ¥ ひげ恨が放射状
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に出る。我が国西南暖地の産であるつ l庖で、買ったものはビン詰の佃煮状のもので、レッテルに
クマタケラン ショウカ科 lは「架雲」としてあった。福岡県にも紫金苔、寿泉苔の

鹿児島県の南部に野生する。葉は i ョウガに似て広く
濃緑色、多年生の草木で多肉の根茎があり花は白色で実
は赤レ。

特殊植物

ザボン 鹿児島の名産で、外果皮が淡黄色直径17cHl ぐら
し¥ 1 2月ごろに熟するがしばらく貯えて刺激性を除き、
4月ごろになってから市場に出す。中果皮は白くて厚く
弾性がるり綿のような感じがする。味は甘味も酸味もと
もに淡白で少しく苦味がある c 生食の他に砂糖潰にす
る心
果肉の淡黄紫色なのをウチムラサキ、形の西洋ナシ形
のものを文且とし、う"
サクラジマダイコン 日本作物の優逸品で冬の聞でも
よく育ち、成長を長く続け得るとL、う特性を持つ。二原
型の放射中心柱か第 2次、第 3次と次々に分裂 L て組織
が増加し、根部の肥大が続L、てどんどん太る。 1個最大
の重さ 20K9ぐらし、になる。基本の染色体数は 9でゲノム
も1種で{ 者数体ではなし、。付、長さ 160J'1I! にもなる守口
大根は二原型のままで太らず、長さだけが異常に伸長し
たものである。
スイゼンジノリ 藍様類で寒天質の中に暗紫緑色の多

数の細胞のはし、った不規則な粘塊である。日本の特産で
天然記念物に指定されてし、る。産地の水前寺( 公園より
少し離れた場所) には天然産が著しく減少したため、水
の清い浅い池で人工的の養殖を図ってし、るとし、う。繁殖
の最も盛んなのは冬期で春と秩の 2期に採取し、よく水
洗L、した群体を刃物で細かく切り、瓦に盛って日乾し圧
搾してボール紙状にした製品もあれば、生鮮なものを砂
糖漬にしたものや臨漬としたものもある。水jjij寺公園の

名でこの植物の製品がある。
採集植物

合弁植物 12科 18種
離弁楠物 30科 56種
単子葉植物 6科 9種
裸子植物 2科 3種
羊掬植物 2科 9種

計 52科 95種
前記のうち場所と時間との関係で最も多カ‘ったのは鵜
戸の36種で、次が城山の11、桜島の11、霧島10、阿蘇
8 、雲仙 5 、別府4 、杖立 3 、宮崎・長崎・飲肥は僅か
に 2ずつ、鹿児島では栽植したヤクタネコヨウの梁突を
採集しただけであっ t..:..o 鵜戸で採集したもののうち主要
なものを次に挙げてみる。

ノ、マアサ、ミ、ネコノシ夕、ハクサンボ夕、コパンム
グラ、サヅマイナモリ、ハマビワ、ボタンボウフウ、
ハマヒサカキ、タプノキ、ホヴロクイチコ、ハスノハ
カズラ、アコウ、フウトウカスラ、ヒメイタビ、ツノレ
ゾノ: 、ヤナギイチコ¥ タケシマラン、オオハンゲ、ム
サシアプミ、オオイワヒトデ

九州植物の概括

日本植物の区系からみると九州はおおかた暖; 借に属
し、常緑のシイ、タプノキなどを極相とす地域が多く、
山地では温帯の落葉樹林によって景観づけられてし、る。
また、一部は暖流の影響を受けて亜熱帯性を干苦び、志布
志湾沿岸、日南海岸、鵜戸、青島、それに旅行の閣外で
はあるが薩南地方、五島列島などではアコウ、ビロウな
どの自生を見ることができる。
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